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朴パ
ク

槿ク

惠ネ

大
統
領
は
二
〇
一
四
年
一
月
六

日
の
新
年
構
想
に
お
い
て
、「
女
性
が
出

産
や
育
児
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
の
断
絶
を
経

験
し
な
い
国
を
つ
く
り
ま
す
」
と
述
べ
、

就
業
率
七
〇
％
の
達
成
の
た
め
に
女
性
の

就
業
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
優
先
課
題

に
し
た
。
政
府
は
特
に
女
性
の
キ
ャ
リ
ア

断
絶
を
憂
慮
し
て
お
り
、
そ
の
解
消
の
対

策
と
し
て
、
二
月
四
日
に
「
働
く
女
性
の

た
め
の
生
涯
段
階
別
キ
ャ
リ
ア
維
持
支
援

方
案
」
を
発
表
し
た
。
方
案
で
は
生
涯
の

段
階
別
（
妊
娠
・
出
産
、
乳
幼
児
、
小
・

中
・
高
、
再
就
職
）
に
、
母
性
保
護
、
保

育
・
学
童
、
再
就
職
、
仕
事
と
家
庭
の
両

立
に
つ
い
て
支
援
を
行
い
、
女
性
の
キ
ャ

リ
ア
維
持
と
経
済
活
動
参
加
率
を
後
押
し

す
る
。
具
体
的
に
は
、
▲
男
性
育
児
休
職

奨
励
▲
父
母
の
需
要
に
合
わ
せ
た
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
▲
小
学
校
の
学
童
サ
ー

ビ
ス
の
拡
大
▲
再
就
職
教
育
と
時
間
選
択

制
の
拡
大
▲
男
性
中
心
の
勤
務
文
化
の
改

善
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

二
月
二
五
日
に
発
表
し
た
経
済
革
新
三

カ
年
計
画
の
中
で
は
、
就
業
率
七
〇
％
を

達
成
す
る
た
め
に
、
二
〇
一
七
年
ま
で
に

女
性
の
雇
用
を
一
五
〇
万
人
創
出
し
、
就

業
率
を
六
一
・
九
％
ま
で
高
め
る
こ
と
が

う
た
わ
れ
て
い
る
。

韓
国
統
計
庁
発
表
の
雇
用
動
向
（
二
〇

一
四
年
四
月
）
に
よ
る
と
、
就
業
者
は

二
億
五
六
八
四
万
人
で
就
業
率
は
六
〇
・

六
％
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
男
性
は
一
億
四

八
七
四
万
人
で
就
業
率
は
七
一
・
七
％
、

女
性
は
一
〇
八
一
万
人
で
就
業
率
は
四

九
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。

●
森
田
園
子
著
『
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
の
壁

を
破
る
：
韓
国
の
働
く
女
性
を
め
ぐ
っ
て
』

（
八
千
代
出
版 

二
〇
一
一
年
）

本
書
は
、
韓
国
の
女
性
労
働
の
現
代
的

特
質
を
日
本
と
の
比
較
を
行
い
つ
つ
働
く

現
場
の
実
情
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
、

通
貨
危
機
と
世
界
同
時
不
況
と
い
う
二
つ

の
経
済
危
機
を
経
て
女
性
労
働
が
ど
の
よ

う
な
変
化
を
遂
げ
た
の
か
を
分
析
す
る
。

さ
ら
に
、
秘
書
職
に
焦
点
を
あ
て
て
女
性

職
域
が
選
択
さ
れ
続
け
る
こ
と
を
検
証

し
、
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
の
壁
を
破
る
た
め

に
、
選
択
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
の
意
味
と

重
要
性
を
考
察
す
る

●
明
泰
淑
著
『
韓
国
の
労
務
管
理
と
女
性

労
働
』（
文
真
堂 

一
九
九
九
年
）

一
九
八
七
年
の
「
民
主
化
宣
言
」
後
、

儒
教
的
価
値
観
に
よ
る
性
の
役
割
な
ど
の

社
会
意
識
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

し
、
経
済
成
長
を
バ
ネ
に
多
く
の
女
性
が

労
働
者
と
し
て
積
極
的
に
社
会
進
出
し
つ

つ
あ
る
。
し
か
し
、
企
業
に
お
け
る
女
性

労
働
者
の
処
遇
は
平
等
に
扱
わ
れ
て
い
な

い
。
筆
者
は
企
業
の
中
で
女
性
労
働
者
が

ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
、
女
性

の
社
会
意
識
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き

た
の
か
を
、
文
献
、
韓
国
企
業
へ
の
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
、勤
労
意
識
調
査
等
を
駆
使
し
て
、

そ
の
実
態
を
実
証
す
る
。

●
柴
山
恵
美
子
・
藤
井
治
枝
・
守
屋
貴
司

編
著
『
世
界
の
女
性
労
働 : 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

バ
ラ
ン
ス
社
会
の
創
造
へ
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房 

二
〇
〇
五
年
）

韓
国
の
章
で
は
、一
九
九
八
年
の
通
貨
危

機
後
の
厳
し
い
環
境
に
お
け
る
女
性
労
働

を
と
り
ま
く
状
況
と
、
企
業
や
官
公
庁
に

お
け
る
男
女
差
別
の
実
態
を
描
写
す
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
救
済
金
融
の
受
入
条
件
の
ひ
と

つ
と
し
て
労
働
の
流
動
化
策
が
図
ら
れ
、

若
年
女
性
労
働
者
の
失
業
率
が
増
加
し
、

既
婚
女
性
の
非
正
規
職
化
が
進
展
し
た
。

安
定
的
な
経
済
収
入
を
得
て
い
た
男
性

と
、
家
事
を
分
担
し
て
い
た
女
性
と
い
う

役
割
分
担
が
崩
れ
始
め
、
中
高
年
女
性
が

経
済
活
動
に
参
加
す
る
現
象
が
生
じ
た
。

●
島
本
み
ど
り﹇
他
﹈
編
著
『
韓
国
の
働

く
女
性
た
ち
』（
東
方
出
版 

二
〇
〇
三
年
）

一
九
九
五
年
か
ら
七
年
間
に
渡
り
韓
国

の
企
業
秘
書
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
通
じ
、

そ
の
中
で
知
り
得
た
韓
国
の
働
く
女
性
の

生
き
か
た
や
現
状
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

●
池
本
美
香
、
韓
松
花
「
日
韓
比
較
か
ら

み
る
女
性
活
躍
支
援
の
方
向
性
」（
Ｊ
Ｒ

Ｉ
レ
ビ
ュ
ー　

二
〇
一
四
年  

４-

１４

日
本
と
同
様
に
女
性
の
社
会
進
出
が
遅

れ
て
い
る
韓
国
で
、
近
年
活
発
化
し
て
い

る
女
性
活
躍
支
援
の
取
り
組
み
を
一
九
八

〇
年
代
か
ら
二
〇
一
三
年
に
渡
っ
て
紹
介

す
る
。
韓
国
の
女
性
活
躍
支
援
施
策
に
つ

い
て
、
大
き
く
①
仕
事
と
家
事
・
育
児
の

両
立
を
促
進
す
る
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」、
②
仕
事
と
育
児
の
両
立
に

不
可
欠
な
「
保
育
」、
③
女
性
の
参
画
を

促
進
す
る
た
め
の
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
」、
に
分
け
て
詳
し
く
説
明
し
て

い
る
。

●
「
第
一
一
回
北
東
ア
ジ
ア
労
働
フ
ォ
ー

ラ
ム
報
告
書
：
女
性
雇
用
の
現
状
と
政
策

課
題
」（
二
〇
一
四
年
二
月　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ

Ｔ　

海
外
労
働
情
報　

一
四
―
一
二
）

こ
の
報
告
書
で
は
、韓
国
統
計
庁
の『
経

済
活
動
人
口
調
査
』
の
デ
ー
タ
を
も
と
に

一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
の
女

性
就
業
率
や
賃
金
推
移
を
分
析
す
る
。
一

九
九
八
年
の
通
貨
危
機
、
二
〇
〇
三
年
の

信
用
不
安
、
そ
し
て
二
〇
〇
九
年
の
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
等
の
経
済
危
機
の
た
び

に
、
女
性
就
業
者
の
減
少
幅
は
深
刻
と

な
っ
て
い
る
。

韓
国
女
性
の
就
業
率
は
統
計
を
作
成
し

始
め
た
一
九
九
九
年
六
月
以
降
、
ほ
と
ん

ど
四
〇
％
台
後
半
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

年
齢
別
に
み
る
と
日
本
と
同
様
に
、
三
〇

代
前
半
を
底
と
す
る
Ｍ
字
型
の
カ
ー
ブ
を

描
き
、
依
然
と
し
て
出
産
・
子
育
て
期
に

就
業
を
中
断
す
る
者
が
多
い
。
時
間
選
択

制
な
ど
の
非
正
規
雇
用
を
増
加
さ
せ
る
施

策
で
は
、
高
学
歴
化
し
て
い
る
女
性
達
の

再
就
職
に
は
な
か
な
か
結
び
付
か
な
い
と

い
う
の
が
現
実
の
よ
う
だ
。

（
に
か
い　

ひ
ろ
ゆ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

図
書
館
）

韓
国
の
女
性
労
働

二
階  

宏
之


